
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２５年４月１日に発足した埼玉西部消防局では、救助工作車を５台 

配備しており、そのうち所沢中央消防署の救助隊を高度救助隊として発隊し

ました。 

高度救助隊は、人命救助に関する専門的かつ高度な教育を受けた 1 隊(５

名)×３部制、計１５名で編成され、高度救助資機材等を備えた救助工作車

Ⅲ型を運用し、より高度な人命救助をはじめ、ＮＢＣ災害（Ｎ:原子力災

害、Ｂ：毒劇物災害、Ｃ：化学災害）の特殊な災害や、緊急消防援助隊の救

助・特殊部隊に登録しており、他県で発生した大規模な災害にも出場します。 

我々は不測の事態に備え、日々訓練に励み消防局構成５市の７９万市民 

皆様の安全確保に努めてまいります。 

 

☆保有している高度救助資機材 

   ●画像探索機         ●地中音響探知機       ●熱画像直視装置        ●電磁波探査装置 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆訓練の様子                                                                             

高度救助隊とは・・ 

阪神・淡路大震災や、新潟県中越地震、ＪＲ福知山線

脱線事故、東日本大震災など、近年、大規模な災害が多

発している状況から、全国的に救助体制の強化を図るた

め平成１８年４月１日に「救助隊の編成、装備及び配置

の基準を定める省令及び救助活動に関する基準」の一部

が改正され、中核市及び消防庁長官が指定する消防常備

市町村には、従来の「救助隊」「特別救助隊」に加えて、

より高度な知識、技術を有する「高度救助隊」を配置す

ることと定められました。 

隊員章 

瓦礫等の中に埋まった人

が発するわずかな音を探

知することが可能です。 

 

熱をカメラを通して見る装置

です。煙の中など肉眼では見

えない状況でも人を探すこと

が可能です。 

 

 

呼吸等の微小な心肺の動きを

電磁波で検知し、倒壊家屋や瓦

礫下に閉じ込められた生存者

を探すことが可能です。  

 

 

先端に取り付けられた CCD カメラと

照明により生存者を検索する器具で

す。ガス・温度測定、空気の送気が

可能です。 

 

 

 


